
日本橋歴史スタディ・鬼平十二番勝負・第８回（全 12回） 

鬼平の懐具合 

                                     ２０１２年８月１４日  安藤優一郎 
 

講演趣旨 

  池波正太郎の代表作・鬼平犯科帳の主人公長谷川平蔵の知られざる実像をお話します。 

 

１．俸禄米と扶持米 

（１）旗本と御家人 

  御目見得の有無／個別の屋敷と組屋敷／家来は用人から中間まで／四つ供と日雇奉公人 

（２）家禄と役料 

  寄合金と小普請金／足高の制／役料と役金と役知／家督相続と半知 

（３）知行取と蔵米取 

  地方直しと蔵米取／切米と札差／扶持米／俸禄米の格差と精米 

 
２．旗本の家計の実態 
（１）領民に支えられた大名・旗本の家計 

  江戸・上方の所領入り組み／関東取締出役創設／上方農民の富裕化と額面以上の実収入

／御用金と先納金 

（２）村役人登用による財政再建 

  旗本岡野孫一郎家と勝小吉／勝手賄方の採用／武士身分を与える 

（３）渡り歩く家老と用人 

  旗本の家計を預かる／期限付き家老・用人／用人たちの横のネットワーク／用人の副収

入 

 

３．家計は火の車だった鬼平 

（１）資産家だった長谷川家 

  所領の実高／屋敷内の地代収入／資産を散財した平蔵 

（２）火附盗賊改の出費 

  足高 1100石／40人扶持の役料／持ち出しの多い役職／町人への振る舞い 

（３）金策に走る平蔵 

  幕府公金による銭相場介入／世間の批判／破産寸前の噂 

 

講師紹介 

歴史家。文学博士（早稲田大学）。東京理科大学、ＪＲ東日本大人の休日倶楽部講師。著作

に『徳川将軍家のブランド戦略』新人物文庫（2012年１月）。『歴史を動かした徳川十五代

の妻たち』青春文庫（2012年６月）、『江戸っ子の意地』集英社新書（2012年５月） 


